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日本の神社仏閣名の英訳について

一一京都の神社仏閣を中心に一一

米 田 J古
千子

o.はじめに

』邑.

貝

本稿では、日本、特に京都府に存在する神社仏閣名の英訳をテーマとして取り扱う。今日、

日本が関わるニュースが国際的に大きく報道されている。和食の無形文化遺産登録、富士山の

世界遺産登録、 2020年のオリンピック開催都市に東京都が選ばれる等、日本が国際的なニュー

スを賑わしている。また、訪日する外国人も噌加傾向にあり、日本政府観光局(jNTO)の統

計によると、 2015年2月の訪日外客数は138万人以上であり、当時の単月過去最高の訪日外客

数を記録した。国際的に注目を集めつつある今、日本社会で最も強く、国際化社会への順応を

求められているのは観光業界であろう。日本の観光庁は、観光を極めて重要な成長分野と位置

付け、地域活性化、雇用機会増大などの観点から、日本の観光立国化を不可欠なものと認識し

ている。本稿では、日本の観光立国化という視点を持ちつつ、日本の観光における英訳の重要

性について、日本文化の大きな魅力の一つである神社仏閣を題材に用いながら考えたいと思う。

今回、本稿では京都府の金閣寺(鹿苑寺)と伏見稲荷大社を題材として用いる。京都府内の

数多くの神社仏閣の中でも、特に多くの外国人観光客を慈きつけているのが、金閣寺と伏見稲

荷大社である。近頃、参拝者向けの解説を級せた小さなパンフレットや案内図を配布している

神社仏閣が非常に多く、金閣寺と伏見稲荷大社もそうである。また、それらに他言語の解説を

載せる、もしくは他言語のパンフレットを別途に作成、配布している神社仏閣も多く見受けら

れるようになっている。本稿では、他言語の中でも特に英語に焦点を絞り、パンフレットの他

にふ英語で京都を紹介した書籍、旅行ガイドブックやウェプサイト上での英訳、実際に設置

されている道路標識や案内看板など、様々な媒体の英訳を収集し、京都府の国際都市化、ひい

ては日本の観光立国化のために、最も有用である英訳方法を検証することが最たる目的である。
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1.金閣寺

京都市北区にある鹿苑寺、通称金|剖寺は、金fftで装飾した豪華絢側な舎利殿、通称金闘が有

名であり、京都市内にある仏閣の中でも一、二を争う程の知名度と人気を誇る寺である。それ

に伴い、国内外問わず、多くの観光客がこの寺を参拝するため、日本語だけでなく、英語表記

がとても重要となる。第1節では、金|剖寺の英訳を媒体毎に分類して検証していく。

1.1パンフレット、書籍における金問寺の英訳

外国人観光客にとって、パンフレットやガイドブック、京都を紹介した書籍は、手軽に日本

の文化や歴史を知り得ることができる媒体の一つである。者:絡に関しては、洋書コーナーや旅

行ガイドのコーナーの一角に、京都を紹介した書:籍専用のコーナーを設ける書底もJ甘えている。

多くの外国人観光客が日にする媒体であるのは勿論のこと、我々日本人にとっても、どのよう

に日本の観光地を英語で説明するのかを知るという点では、非常に重要な媒体である。したが

って、外国人観光客がわかりやすく、興味を惹く英訳をすることが必要である。

表1 パンフレットおよび書籍における金閣寺の英訳

媒体/翻訳者 英訳

金閣寺パンフレット Kinkaku.ji 

佐藤 (2001: 41-46) Kinkaku.j 

Golden Pavilion 

セイン (2008: 124) Kinkakuji Temple 

パーダマン (2015: 97) Kinkaku.ji 

Kinkakuji 

The Golden Pavi1ion 

広瀬 (2014: 100-101) Kinkaku Temple 

ピディントン&ワックス (2008: 126) Kinkaku.ji Temple (Golden Pavi1ion) 

フルフォード (2011: 99) Kinkakuji， the temple of the Golden Pavilion 

横野 (2010: 160-165) Kinkaku・ji

モリス (2014: 110-113) Kinkaku.ji ('the Golden Pavi1ion') 

ロフタス (2009: 100-101) Kinkaku・jiTemple 

表1は金閣寺のパンフレットの英訳と 9名の翻訳者の英訳をまとめたものである。用いられ

ている英訳方法をまとめると以下のようになる。

1 :部分的、もしくは全てをローマ字化する (Kinkakuji，Kinkaku.ji， Kinkaku Temple) 
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II:ローマ字化し、その後に templeを付け加える (KinkakujiTemple， Kinkaku-ji Temple) 

III:金!制寺を「金Jr臨]Jr寺Jの三単語に分けて、各単語を英訳し複合語を作る (the temple 

of the Golden Pavilion. the Golden Pavi1ion) 

まず Iの英訳方法についてだが、金閣寺という国有名詞を英訳する際に用いられる第一の英

訳は、パンフレッ卜においても書籍においても、 Iの英訳方法であることがわかる。ローマ字

化の利点は、日本語が読めない外国人でも、日本語の読み、発音のままで様々な名前を知るこ

とができる点であり、つまり、全ての固有名詞をローマ字化すれば外国人観光客は、その固有

名詞の読みを理解することができる。また、外国人観光客と我々日本人との円滑なコミュニケ

ーションを手助けするという重要な役割も持つ。道行く日本人が道に迷った外国人観光客に

“Where is the Golden Pavilion?"と尋ねられるよりも、“Whereis Kinkakuji?"と尋ねられ

る方がわかりやすく、円滑に会話が進むだろう。日本の国土交通省は、ローマ字は外国人観光

客とってわかりづらいものと認識しているが(1.3にて後述)、ローマ字は外国人観光客と我々

日本人が共有できる表記であり、観光地の繁栄には不可欠なものである。また、この Iの英訳

方法にはハイフンを用いる英訳と用いない英訳の2種類が存在する。例えば、金閣寺の英訳の

場合、 KinkakujiとKinkaku-jiの2種類の英訳が可能である。この 2種類の英訳の違いは、

単語の認識の違い、つまり、「金閣寺」というー単語として認識するか、もしくは「金悶J

「寺」という二単語構成の複合語として認識するかの違いである。表lにおいては、若干ハイ

フンを用いた英訳が多く見受けられるが、ハイフンの有無が英訳の意味を大きく変えてはいな

い。金閣寺という悶有名詞において、日本語話者は、寺という語を悶有名詞の一部として認識

し、また同時にその固有名詞が属するカテゴリーを示す指標語としても認識しており、ハイフ

ンの有無によって、この2種類の認識を別々に外国人に認識させることができる。しかし、こ

れはあくまで日本語話者の認識の区別を示したものに過ぎず、日本語が話せない外国人が日本

を観光する際の必携な知識であるとは言えず、わざわざハイフンを付けてローマ字化する明確

な理由はないと考えた方がよいかもしれない。

11の英訳方法は Iのローマ字化する英訳方法に加え、 templeを付け加える英訳方法である

が、この templeの役割lは英訳する固有名詞のカテゴリーを明確にすることである。 ji(ーji)

とtempleはどちらも寺という意味を持つ語であるため、例えば、 Kinkakuji(Kinkaku-ji) 

Templeという英訳を和訳すると、金閣寺寺となり、意味が重複した不自然な和訳となる。日

本人、もしくは漢字に多少の知識がある人にとっては、金閲寺がいわゆる仏閣であるというの

は、寺という漢字を見れば容易にわかることだが、 templeを付け加えず金閣寺を Kinkakuji

(Kinkaku-ji)とローマ字化するだけでは、日本語についての知識を持たない外国人観光客にと
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つては、金問寺という読みは理解できても、金閣寺がいわゆる仏|剖なのか神社なのか、はたま

た別荘なのかがわからず、外国人観光客の理解を求めるには、少々丁事さに欠ける英訳となる。

そこで、わかりやすい英訳にするために、 templeを付け加え、 Kinkakuji(Kinkaku-ji) 

Templeと英訳し、金閣寺が仏間であるということを一日でわかるようにした上で、付け加え

られる templeは、 r_という寺」という、英訳される対象物、今回の場合ならば、金閣寺の

カテゴリーを示す語として認識する。成瀬 (996)はこの templeのように、翻訳対象のカテ

ゴリーを示す訴を分類辞 (specifierもしくはclassifier)と表している。

表 1では、広瀬 (2014)は部分的に、他の翻訳者は全体をローマ字化しているが、ここで佐

藤 (2001)、パーダマン (2015)、ピディントン&ワックス (2008)、フルフォード (2011)、モリ

ス (2014)、以上の翻訳者の英訳に注目したい。彼らは IもしくはIIの英訳方法に加えて、全

くローマ字化を用いず、金閣寺を英訳している。ローマ字化の英訳の補足としてではあるが、

彼らは金を Golden、閣を Pavilionと英訳おり、金閣を theGolden Pavilionと1，.¥う綾合認で

英訳している。この複合語を用いる英訳方法、つまり、 IIIの英訳方法の利点は、ローマ字化よ

りも読み手の好奇心、興味をより悲き付けることができる点である。金閣寺の魅力は、その名

の陶来ともなっている豪華絢欄な金問(舎利殿)である。金閣を kinkakuとローマ字化する I

やIIの英訳方法だけでは、金閣の読みを示しただけに過ぎないが、 theGolden Pavilionと英

訳すれば、金閣の豪帯絢欄さ、つまり、金閣の外観が訳出できるため、読み手の好奇心、視覚

的な興味を悲くことができると考えられる。しかし、表記ではなく、読み方を共有する IやII

の英訳方法とは異なり、解釈に知識を要するのがIIIの英訳方法の欠点である。金は Golden、

聞は Pavi1ionという風に、ある単語に相応する別の単語を認識していなければ、このIIIの英

訳方法を用いたコミュニケーションは取れない。聞き手側に英語の知識がなければ、“Where

is Temple of the Golden Pavilion?"と話し手が尋ねても答えられず会話が成立しない可能性

が高い。したがって、このH

英英.訳を他言語話者と共有するには、英語以外の他言語話者が英語の知識を持っていなければな

らず、 IやIIの英訳方法と比較すると、翻訳者側からの一方的な情報の提供という点が強いこ

とが特徴である。

パンフレッ卜と書籍で用いられている金閣寺の英訳は、以上の 3種類に分類される。パンフ

レットや書籍に載せる英訳は、日本語に対する知識を持たない外国人観光客が理解しやすい英

訳であることが必要だと先述したが、この点を錐みると、金閣寺をローマ字化する IやIIの英

訳方法だけでなく、金閣を theGolden Pavilionと英訳する、 IIIの英訳方法を用いた英訳を補

足することで、外国人観光客にもわかりやすく、また視党的な好奇心、興味を惹く英訳が可能

となる。そして、このIIIの英訳方法は日本人の翻訳者よりも外国人の翻訳者のほうが好んで用
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いていることが表1からわかる。しかし、表1において、 IIIの英訳方法を用いていないパンフ

レットおよび翻訳者が、 IIIの英訳方法を全く用いていないという訳ではない。

表2 パンフレットおよび書籍における金閣の英訳

媒体/翻訳者 英訳

金閣寺パンフレット Kinkaku (The Golden Pavilion) 

セイン (2008: 124) Kinkaku 

広瀬 (2014: 100-101) Kinkaku 

golden hall 

the pavilion 

横野 (2010: 160-165) the Golden Pavilion (Kinkaku) 

ロフタス (2009: 100-101) Kinkaku (Golden Pavilion) 

表2は表1の金閣寺のパンフレットとIIIの英訳方法を用いていなかった4名の翻訳者を別途

抜粋したものである。表lでの英訳対象は金問寺であったが、表2の英訳対象は金問(舎利

殿)であり、表2はその金閣の英訳をまとめたものである。セイン (2008)の英訳はここでも

IIIの英訳方法を用いておらず、 I、11の英訳方法のみを用いて英訳した稀有な英訳である。広

瀬 (2014)の英訳は少々特徴的ではあるが、彼女もIIIの英訳方法を用いており、本稿で私が選

んだノマンフレットおよび書籍においては、このIIIの英訳方法はほぼ全てで用いられている英訳

方法であることがわかる。では、なぜパンフレットおよび広瀬 (2014)、様野 (2010)、ロフタ

ス (2009)の金閣寺の英訳にはIIIの英訳方法が用いられなかったのかという疑問についてだが、

まず金閣寺と金閣の違いが総称か内容物か、という点が大きく関わっている。金閣寺には、金

問だけでなく、夕佳亭や不動堂などの建造物も境内内に存在し、それらも合めて金閣寺と称し

ており、決して金問だけが金閣寺なのではない。金閣が金閣寺の境内内で最も外国人観光客を

惹き付ける建造物であるのは明らかなことだが、金閣寺を theGolden Pavilionと英訳すると、

まるで金色の建物だけが寺である、金閣だけが金閣寺であるという誤解を生む可能性がある。

パンフレット、広瀬 (2014)、横野 (2010)、ロフタス (2009)の金閣の英訳は、この誤解を外

国人観光客に持たせないようにする、一種の配慮が窺える英訳と言える。

以上をまとめると、金閣寺の英訳においては、一方的な知識の提供という点だけでなく、外

国人観光客と我々日本人との円滑なコミュニケーションにも配慮するべきであり、ローマ字化、

つまり、 Iもしくは11の英訳方法を用いた英訳を第一の英訳とし、それにIIIの英訳方法を用い

た英訳を付加し、外国人観光客の興味を惹くのが好ましい。表 1においては、フルフォード

(2011)の英訳が外国人観光客と我々日本人、双方にとって最もよい英訳ではないだろうか。

1.2からは別の媒体での金閣寺の英訳を検証していき、パンフレットや書籍-以外の媒体では、
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金!詳j寺をどのように英訳しているかを見てし、く。

1.2ウェブサイト上の金閣寺の英訳

パンフレットや書:籍と並んで‘、手軽に京者I~の情-報を手に入れられる媒体としてインターネッ

ト上のウェブサイトが挙げられる。京都に似らず日本全国の情報を英語で紹介しているウェプ

サイトは数多く存在し、今や実際に訪日せずに日本についての情報を得られる時代となってい

る。したがって、ウェブサイト上の英訳も多数の観光客が閲覧すると考えられるため、1.1の

パンフレットや書籍における英訳と同様に、わかりやすく、且つ興味を惹く英訳が望ましい。

また、日本を紹介するウェブサイトは海外を拠点に運営されている場合もあり、つまり、日本

の有識者ではなく、外国人自身が金閣寺にどういう英語を光てているかも知ることができる。

以下の表は、ウェブサイトの中でも、特に訪日外国人観光客向けのウェブサイトにおける金閣

寺の英訳をまとめたものである。

表3 ウェブサイトにおける金剛寺の英訳

ウェブサイト 英訳

Fodor's Travel KINKAKU-]I (TEMPLE OF THE GOLDEN 

PAVILION) 

japan-guide.com Kinkakuji (Golden Pavilion) 

japan National Tourism Kinkaku-ji Temple 

Organization (JNTO) : the Official Kinkaku-ji 

Guide 

J apan Visitor Kinkakuji Temple (The Gold Pavilion) 

Kyoto Travel Guide < Official > Kinkaku-ji Temple {Golden Pavilion} 

Lonely Planet Golden Pavilion 

Kinkaku-ji 

Rough Guides Kinkaku-ji 

Temple of the Golden Pavilion 

Viator Golden Pavilion (Kinkaku引)

VirtualTourist Kinkaku-ji {Golden Pavilion} 

World Travel Guide Kinkakuji Temple 

the Golden Pavi1ion 

表3では、計10個の訪日外国人観光客向けウェブサイトに載せられていた金閣寺の英訳をま

とめたが、ウェプサイトにおける金閣寺の英訳はIIIの英訳方法を非常に多く用いていることが

わかる。表3のウェプサイトの中で、 IIIの英訳方法を用いた英訳を載せていないのは ]NTO
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のウェブサイトだけだが、 ]NTOのウェブサイトにおいても、金閣寺ではなく金閣の英訳は

Kinkaku (“Golden Pavi1ion")としており、 ]NTOが完全にIIIの英訳方法をJllいていない訳で

はなく、これは表2と同様である。したがって、ウェブサイト上での金閣の英訳はIIIの英訳方

法がI、11の英訳方法と同程度使用されていることがわかる。ウェブサイトを使う利点は、や

はり情報量の多さと無料であるという点であろう。書籍は出版社から出版されているものであ

るので当然有料である。パンフレットの場合は、神社仏閣の拝観料を払ってパンフレットをも

らう場合と無料でパンフレットを配布している場合とに分かれるが、いずれにせよ、直接神社

仏閣へ足を運ばなければ手に入れられない。自国を出ずに、無料で大量の情報を事前に得るこ

とができるウェブサイトを利用する人が多くなるのは容易に想像できる。しかし、l.1で述べ

たように金閣寺を theGolden Pavilionと英訳するのは、外国人観光客が誤解する可能性があ

る。ウェプサイト上の英訳では、 IIIの英訳方法を用いているのは共通しているが、英訳はthe

Golden Pavilionとしているものが多いことがわかる。誤解を生まない丁寧な英訳、加えて外

国人観光客の興味を惹くような英訳となると、 Templeof the Golden Pavilionという英訳が

ウェブサイト上の英訳においても、理にかなった英訳と言・えるのではないだろうか。

l.3案内標識および案内看板における金閣寺の英訳

l.3では、金閣寺の周辺に実際に設置されている案内標識や案内看板に見受けられる英訳を

見ていく。案内標識や案内看板は、外国人観光客が実際に京都を訪れて目にする媒体であるが、

パンフレット、書籍、ウェプサイトなどの媒体とは役割jが奥.なる。案内標識や案内看板は、先

の3つの媒体の役割である解説という役割を持っていない。金閣寺の場合、金閣寺の歴史的経

緯を説明するのが先の媒体の役割jだが、案内標識や案内看板の主な役割は金|剖寺の所在を示す

ことである。また、先の媒体における英訳は有志の翻訳者や企業などが携わってきたものもあ

るが、案内標識や案内看板は国や都道府県、市町村が設置に携わっている。これはいわば、今

現在設置されている案内標識の英・訳が、今現在の国や都道府県、あるいは市岡r村の英訳に対す
る認識であるとも言える。したがって、案内標識や案内看板の英訳は、先のl媒体以上に、観光

立国化を目指す日本の英訳の是非を問う程に大変重要なものである。

実際の案内標識の英訳を見る前に、京都府の実施している案内標識の改普・案について少し触

れたいと思う。国土交通省近畿地方整備局は、観光立国の実現に向けて、京都市内に設置され

ている案内標識の表記の改善案を出しており、今現在、改善が進められている。英語表記の改

善例としては、金閣寺は今までの Kinkakujiというローマ字表記から、 KinkakujiTempleと

いう表記に改普・するとしており、つまり、今までIの英訳方法で英訳していたものをHの英訳

方法を用いた英訳に改めるということである。外国人観光客のために Iの英訳方法をより丁寧
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に したのが II の英訳方法でしあるが、 こ の改14:案の資料が公1)トl されたのが平成25il~であ り、

itk近の1.1'，米tJcだと 言える。しかし、凶 L交池省、が外l五|人観光治:にとってわかりやすいとしてい

る英訳)}法は、 Ji-絡の翻訳才;やウェブサイ ト上では先んじてJnいられており、|玉|よ交i並行の案

内標識の英訳に対する認識は少しliil気味であったという点は否めない。では、今呪花の案|人l

標識と本|λl石・似の英訳を兄てl、〈。

置盟EZ

比一んと44
主i-兵1 方l旬、方而をノJ~す~f:{識 写真2 地点までの方向と距離を示す撚識

写兵 Iと2は、どちら もいわゆる一般的な道路案内総識である。写真lの棋識における合間

寺の~iÆ訳は Kinkakuji となってお り 、ローマ字表記、 つま り 、 Iの英訳)jiLが111~、られてい

るのに対 して、合|存i守への)jlolと共{糾1'.)な距離をボした:与:点 2の際識における金|別手'j:の英訳は

Kinkakuji Temple、つまり、 日の英訳ブ'ji去が111いられている。また、写兵 l、 2 ~七に案内線

;訟は"'](.i且 卜ーに設iltされ、 下ーに耳iの.iili，iぷTが凡るように作られた牒識であるが、2J1工2の案内線

識は杭識J'1 (本の)¥.きさが:与:roに比べて小さくなっている。また、 LlJ土交通行のは持;朱資料iこ、

例として .1虫せられていたのは、いずれら与兵2のよ う な杭識であり、 資料を~+比するだけでは、

写兵 1のような杉:識も改非対象なのかどうかはここでは判|析が1・1・けられなかった。

凶上交通行の改千年案によると、これらの案内標識の英訳を改善する理由は、外H・|人観光存に

とってわかりやすいもの、 i皮らがiliわないようにするためである。令悶守を Temple of lhe 

Golclen Pavilion、むしくは theGolclcn Pavilionとする英訳は、今n、先の媒体においては却11
染みを刊つつある英訳だと言えるが、その111の英訳)ji去を案内棋識に適応しないJ1J[J.I1が、 この

l点体における民択が担う役'，1111に)，'::災があることがーl刈としてあると巧rえられる。三U.ilにおい

ては、 'I ( の.ìili転手が一瞥して、 !/~ 'IV~を認識しなければならない という 点 と、金|非1;'j:だけでなく

北野rl~11f. lllr と いう他の方而の案内 も米ねており 、金|非1:;'1'の火・択だけに者11けるスペースが狭い。
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したがって、)1訂正胤の英訳、つまり、ローマネ化する他ないと言える。写真2の案内標識では、

ローマ乎:化の後に lempleをやl'け加えるIIの英訳方法をJIJいているが、写真'.2の案内税識は1f

兵 l の案内Af:~~1~ と』旬、な り 、金協l寺専用のよりよ4・体(I~jな案内脱~となっており、車の運転=r.，こJJII

えて、観光治;などの歩引すi'も参考rにできる案内服識である。したがって、写其 1と:5・;!'.(.2は、

同じ案内似識という媒体の'11でも少し災なっていると，?える。しかし、写真上 2ともに111の

英訳方法はmいられていない。111の英訳方法が案内4111織に)11いることができるのかという}，'，':に
ついては、:与:J'..[.3における英訳を見てみたい。

写真3 金|品1~Ij: J;';j J21の案内看板

ることができるとぺえる。

写山;3は脱税ではなく、いわゆる案内看板である。

案内者似における令|品開:の英訳には、IIIの英訳ブJj去を
① 

用いた GolclPavilionという英訳が補足されている。

案内概識と|白I，j'，ft!こ、'.!q・J'!-3のような案内罰板のmう役
将11も所花までの)jl111や距離を示すことであるが、椋識

よりも詳細な周辺地閃を)1誕せている看板ならば、 日iの

英訳方法をJIIいた英訳を補足として載せることが可能

である。しかし、写山3のような案内右・板は脱税と比

べると小さく、また~迫_Lに設置されて いることから、

看板は観光存などの岱-行者のみに向けられて社出され

ているものである。歩行者が立ち止まって見る案内イ7

板であるがはに、 111の英訳方法を用いた英択をI'IIU止す

この1.3では、企|器l守川辺に実際に設註されている案内服話、案内希板の英訳を凡てきた。

先の3つの媒体とはi.!f;い、所在を示す椋識や石-似では、 111の必J訳方法を用いた英訳を11従せるに

はスペースが足りない場合がある。したがって、案内標識や案内干7板という媒体においても、

IもしくはHの英訳方法がmいられている英訳が第ーとすべきである。しかし、写兵3のよう
に、企|品l守を 川の民:択}jH~で英訳すると い う副きも比受けられ、特に外国人観光治:の$い全l別

手'J'知l辺で・は、案件J~'!~'{;ni世や~ I人l右・板における英訳へ、Jl識が多少向けられつつあるのかもしれな

し、。

1.4小説 『金|品l寸:，1のJX-訳

これまでに保りあげた!CJ~Wは、金|制寺の歴l.t(I (j経科1や}'l.どころ、所不仁を説明してい るもので

あったが、ある 1 1:::ru~.や ウェブサイトでは、 三向山紀夫 (1956) の小説 r金|詳!寺』 についても触

れている。この小説 r令|品l毛j:Jは1950年に実際に起こ ったイ凶器1212焼失事f牛を題材に)11いており、
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今現在の金閣が、焼失後5年の歳月をかけて再建されたものであるという説明も加えて、 r金

閣寺』を紹介している書籍やウェブサイトも見受けられる。では、小説のタイトルとしての金

閣寺はどのように英訳されているかを見ていきたい。

表4 小説 r金1~1寺』の英訳

翻訳者/ウェブサイト 英訳

佐藤 (2001: 45) Kinkaku-ji or The Temple of the Golden 

Pavilion 

モリス (2014: 112) The Golden Pavilion 

ロフタス (2009: 101) Kinkaku-ji 

Fodor's Travel Temple of the Golden Pavilion 

Japan National Tourism Kinkakuji (The Temple of the Golden 
Organization (jNTO) : the Official Pavilion) 

Guide 

JapanVisitor The Temple of the Golden Pavilion 

表4の小説『金閣寺」の英訳が、今までの媒体における金閣寺の英訳と異なるJ点は、ローマ

字表記を全く用いていない英訳がある点である。これまでの媒体では、第一の英訳である場合

とそうでない場合とがあるが、金閣寺は Kinkakujiもしくは Kinkaku引と、必ずローマ字化

がなされている。しかし、小説タイトルとしての金閣寺の英訳においては、ロ一マ字化をせず、

H 

者と英語話者とが読みを共有できる点が有用な点であり、これを用いれば、“Haveyou read 

‘Kinkakuji' ?"という平易な発話でコミュニケーションが可能となるが、反対に、ローマ字化

が用いられなければ、英語話者の話し手が“Haveyou read ‘The Temple of the Golden 

Pavilion' ?"と聞き手に尋ねても、聞き手がTempleof the Golden Pavilionの意味するもの

がわからなければ会話が成立しない可能性が高い、と1.1にて先述したが、なぜローマ字化を

除く例が見受けられるのか。その原因のーっとして考えられるのが、小説『金閣寺』の英訳版

の存在である。 r金閣寺』は1959年にアイヴァン・モリスによって初めて英訳され、その際に、

彼は英訳版のタイトルを TheTemρle 01 the Golden Pavilionとした。表1、2では多くは見

受けられなかった TheTemρle 01 the Golden Pavilionという英訳が、表4においてその使用

頻度を増した理由は、このモリスの英訳が小説タイトルとしての金閣寺の英訳の先駆となった

からだと考えられる。

彼の英訳が広く知られるようになったかどうかは、 Google社の提供している Googlebooks 

N gram Viewerというサービスを用いて推測できる。 Googlebooks Ngram Viewerとは、
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Google社がデジタル化した様々な1M=ff:1!.において、ある却が何年に、どの程度使用されている

かをグラフイヒして凡ることができるサービスであり、このサービスを!日L、ることで、 Google

社がデジタル化した ~ I::*í\に |民られるが、 Kinkakuji と Kinkaku・J1とTempleof the Golden 

Pavilion、以 |二3つの民択の11'で似川頻度のおiい英訳はどれかが一目でわかる。次の区11は

1900年から2008年の山の金l品l守の英訳の頻度を表したものである。

Go喝le胸ksNgram Viewer 

坤加'1JXlO<騨割問闇 |叫胤時柿崎畑附

剛聞 1閉 園京国岡同開問抑制h 崎町dS・-盟国

術向・dKlr.t血'崎臨bO.'"劃幽輪開問"哨蜘初出

制岬

均虫血，.，

191Q 叩加 1蜘 1ω 19却 1剣 1910 ，由自 1盟副 2iIX) 

図1 Google books Ngram Viewerによる金|品l守の英訳の使用頻度

図1を比ると、 1900年から2008年の問、約100:(1'-1111で平均的に使用頗j立の高い英訳はKinka-

kujiだとわかる。しかし、 Templeof the Golden Pavilionという英訳は1950年代に一気に似

m頻度が相しており、 1970年以降は、 Kinkakujiよりも似川制度が高いNI間の方が多いくらい
にまで使川されている。ーん・で、ハイフンを川いたKinkaku-jiという英訳は、特に大きな使

用頻度の変化はS~ られないが、 1950年1 ド 頃以降、 Temple of the Golden Pavilionよりも山い

使用頗!立を記持した年はない。アイヴアン ・モ リスが小説 『金協同i をTheTemtle 01 'he 

Golde11 Paviliol/と英訳したのが1959年であり、 Templeof lhe Golden Pavilionの使JH制度が
② 

j曽している年代とだいたい合致する。したがって、ult-無二のJht凶であるとは断言できないが、
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彼の TheTemple of the Golden Pavilionという英訳が1950年代に誕生し、今日に至るまで、

文学から観光というカテゴリー聞の垣根を越えて、同有名詞の英訳に大きな影響を及ぼしてい

ると考えられ、小説のタイトルとしての金閣寺の英訳は TheTemple of the Golden Pavilion 

に統ーした方が無用な英訳タイトルの混在が避けられるのではないだろうか。

1.5金閣寺の英訳のまとめ

第1節では、金閣寺を例に採りあげ、様々な媒体における金閣寺の英訳を見てきた。どの媒

体においても、用いられる英訳方法は先述した3種類であった。

Iの英訳方法を月:J¥，、る利点は、日本語話者と英語話者とが同じ読みを共有できるため、道案

内や金閣寺を紹介する場面などにおいて、円滑なコミュニケーションを行うことが可能である

点である。また、ローマ字表記は少ない文字数で岡有名詞の読みを表すことができるので、案

内標識ではこの英訳方法が非常に多く用いられている。

IIの英訳方法は、ローマ字化に加えて、英訳対象である金閣寺がどのようなカテゴリーに属

しているかを示す訴である分類辞 (specifierもしくはcIassifier)を語尾に加える英訳方法であ

り、ローマ字化のみの英訳方法よりも日本語がわからない英語論者に寄り添った英訳方法と言

える。先の媒体では、ローマ字化する英訳方法とローマ字化した上に分類辞-を付加する英訳方

法、これら 2種類の英訳方法のどちらかが第一の英訳となっている媒体が非常に多く見受けら

れ、今日の神社仏関名の英訳方法として、最も用いられている英訳方法だということがわかる

かと思う。また、日本の国土交通省は、この分類辞を付加する英訳方法を外国人にもわかりや

すい英訳と認識し、ローマ字化しか用いられていなかった案内標識などの表記をこの英訳方法

に統一する改善案を出し、今日、京都ではこの改善案が実施されつつある。

凹の英訳方法は、金|制寺という問有名詞を「金J fI剖J r寺」の三語に分解し、各訴に相応す

る英語、つまり、「金」は rGolden(Gold) J、flHJJは rpavilionJ、「寺Jは rTempleJと英

訳し、それらを組み合わせ、英語の複合語を作ることで英訳する方法であり、ローマ字化は用

いない。この英訳方法の利点は、ローマ字化では表現できない金閣寺の外観を英訳することが

できるため、外国人にとって魅力的、興味を惹かれる英訳ができる点である。 Kinkakujiもし

くは KinkakujiTempleというローマ字表記は、凶イ干名詞の読み方を示しただけであるが、こ

の英訳方法を用いて Templeof the Golden Pavilionと英訳することで、この有有寺.三:院には金色の

楼閣があるという説明的意味を英

の三島出紀夫(臼1956ω)の小説 r金悶寺』を初めて英訳したアイヴアン.モリスは、タイトルを

η'le TemPle 01 the Golden Pavilionとしたことから、この英訳が小説『金閣寺』の英訳版タ

イトルとして認知されるようになってきたことは、 Googlebooks Ngram Viewerから推測で
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きる。しかし、この英訳方法を用いると、総じてローマ字表記よりも長くなるため、道路の案

内標識には向かない。また、日本人にとってこの英訳方法は未だ馴染みが薄いといえ、英訳を

用いてコミュニケーションをとるという点を鑑みるとローマ字化に劣る。したがって、この英

訳方法を用いた英訳を第一の英訳とするには、現状では日本人側の認識が至らず、外国人観光

客のみに向けられた英訳となってしまう。書籍、ウェブサイトなどの一方通行の情報のやり取

りを想定している場面、そしてそれら情報を多く載せられる媒体における英訳としては有用か

もしれないが、人対人のコミュニケーションをする場面には不適切な場合がある。

2.伏見稲荷大社

京都市伏見区にある伏見稲荷大社は、日本全国に存在する稲荷神社の総本社である。 2014年

には、 トリップアドパイザーというウェブサイトの調査において、伏見稲荷大社は外国人に人

気の観光スポット第一位に選ばれ、現在も多くの観光客で賑わっている。この第2節では、伏

見稲荷大社を題材に採りあげ、神社名の英訳を検証して"'."く。

2.1書籍における伏見稲荷大社の英訳

この2.1では、1.1と同様に、京都を英語で紹介した書籍における伏見稲荷大社の英訳を見て

いく。金閣寺とは異なり、伏見稲荷大社ではいわゆるパンフレットのような小冊子は配布され

ておらず、その代わり、 l枚の紙の表に境内案内図を、楽に伏見稲荷大社の簡単な解説を載せ

ており、そこに英訳も同様に載せている。

表5の伏見稲荷大社の英訳を見ると、金問寺の英訳と明らかに異なる点が見受けられる。伏

表5 案内図およぴ書籍における伏見稲荷大社の英訳

媒体/翻訳者 英訳

伏見稲荷大社案内閣 Fushimi Inari Taisha Shrine 

阿部 (2008: 22) Fushimi Inari Taisha 

佐藤 (2001: 84) Fushimi Inari Taisha 

セイン (2008: 170-171) Fushimi Inari Shrine 

広瀬 (2014: 130-131) Fushimi Inari Shrine 

ピテ'イントン&ワックス (2008: 133) Fushimi-Inari-taisha Shrine 

フルフォード (2011: 24-25) Fushimi Inari Taisha 

横野 (2010: 132-135) Fushimi-Inari-taisha 

モリス (2014: 168) Fushimi Inari Taisha 

ロフタス (2009: 170) Fushimi-Inari Shrine 
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見稲荷大社をIIIの英訳方法を用いて英訳している翻訳者が全くいない点である。金問寺は正式

名称を鹿苑寺といい、中でも金問(舎利殿)が特に有名であるために、金閣寺という別名で呼

ばれるようになった。つまり、金閣寺という名前の由米は外観の認識であり、目で見ることが

できるものであるのに対して、伏見稲荷大社という名前はこれが正式名称、である。伏見は地名、

稲荷は把られている神様の名前、大社は数ある同種の神社の中でも最上位、総本宮を意味する

語であり、名前の由来が伏見稲荷神社の外観に表れている訳ではない。外国人観光客の視覚的

興味を慈き付けるIIIの英訳方法を用いるためには、英訳に外観が表現できることが絶対条件で

あり、したがって、伏見稲荷大社という名前をIIIの英訳方法を用いて英訳しようとしてもでき

ない。仮に強引に111の英訳方法を用いて英訳しても、あまりにも不自然な英訳となることは明

らかであり、英訳方法は Iもしくは11の英訳方法を用いる他ない。

2.2ウェブサイト上の伏見稲荷大社の英訳

次に、ウェプサイト上における伏見稲荷大社の英訳を以下の表6にまとめた。

表6 ウェブサイトにおける伏見稲荷大社の英訳

ウェブサイト 英訳

Fodor's Travel FUSHIMI・INARIT AISHA (FUSHIMI 

INARI SHRINE) 

j apan-guide.com Fushimi Inari Shrine (Fushimi Inari 

Taisha) 

]apan National Tourism Fushimi Inari-taisha Grand Shrine 

Organization (JNTO) : the Official Fushimi Inari-taisha 

Guide 

] apan Visitor Fushimi Inari Taisha Shrine 

Fushimi Inari Shrine 

Kyoto Travel GuideくOfficial> Fushimi Inari-taisha Shrine 

Lonely Planet Fushimi Inari-Taisha 

Viator Fushimi Inari Shrine 

VirtualTourist Fushimi Inari Shrine 

W orld Travel Guide Fushimi Inari Taisha Shrine 

表6における伏見稲荷大社の英訳を見ても、 IIIの英訳方法が全く用いられていないことは明

らかであるが、金閣寺と伏見稲荷大社との英訳の聞では、同じ I、11の英訳方法の用い方にも

少々違いが表れている。まず、 Fushimilnari Shrineという英訳に目を向けたい。金閣寺の英

訳において、広瀬 (2014)は部分的にローマ字化する英訳方法を用いて、金閣寺を Kinkaku
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Templeと英訳している。部分的にではなく、全体をローマ字化する英訳)J法を川いるならば

Kinkakuji (Kinkaku.ji)となり 、Ilの英訳)h去を用いるならばKinkaklljiTemple (Kinkaku. 

ji Temple) となるが、ぷlにおける広i4~i (2014) の金協lffの英.~J(Ji法は少々特徴的であり、金

j#j守の合同はKinkakllとローマ字化し、、子だけ Templeと守に対応する却を充ててー英訳して

いる。1.1では、 Iの英訳方法の一利と分列lしたが、 .iI怖にFJえば、 Iとnの英訳)ii去を品11み

イトわせたような英訳方法であ る。第] 加でl~ り あげた金協同'j'の英訳のうち、 Kinkak ll Temple 

と95，沢しているのは広瀬 (2014)のみである。広瀬 (2014)は英訳対象が伏比稲荷大行.となっ

ても、 {犬比稲荷大社の伏>~lm:f を FlIshimi lnal・1、大社を Shrineと英訳し、令|品l守の英訳の

際にJIJいた英訳万法に倣っている。しかし、他の翻訳者やウェブサイトの場介はどうだろうか。

fYljえば、セイン (2008)の企|制守の英，沢は KinkaklljiTempleであり Hの英訳)u去をJTJいてい

るのに対し、伏見稲荷)dl:の~;O~は FlIshimi Inari Shrineと、広瀬 (2014)の英訳)iWをJIJい

ている。ロフタス (2009)の英訳ら]!ij掠である。ウェブサイトの場合も、金|品lJ1・とf)dM1fi-t.:i大社

とで児なる英訳方法をJlJいているのが凡受けられる。なぜ、企I#jマiと伏見稲術大社とで災なる

!Æ~~}~方法がJ IJ い られているのか。 ここで jlj 出、 Google books Ngram Viewerをmいてみたい。

Google books Ngram Viewer 
GI附醐抑制刷制問削陥嗣N'i'hdluJ!，I'酬岡町附岨圃刷協川副院・目協同叫岡
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。匹以lID50lI
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住12 Google books Ngram Viewerによる伏凡柿前大社の英訳の使川頻度
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F山町・b罰T酷同
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Googlc books Ngram Viewerによると、 1900年から2008年の1111でJlll、られた伏見稲術大-tl:

の英ぷは FushimiInari Shrineが圧倒的に多く 、2000年以降から能川頻度の差がなくなりつ

つある こ とがわかる。 これは、1. 4の小説のタイトルとしての企I~J 与の民訳の仰!と似た 'J~例だ

と 42 えられる。 1959{1二に、小説 T金I~J 宇佐』 を初めて英訳したアイヴァン ・ モ リスが付 けた

Tlle Temt/e 01 Ille Co/deJ/ 丹wi!io1/が先制の比，i沢としてfit識され、小説のタイトルとして全

I~J 与を 英訳する際には 、 f皮の英・訳をその まま倣うべきだと 1. 4 に て述べたが、伏見布ì{，:Udl:の

英訳の場イトむ、tJJめに Fushin凡iInari Shrincという英:，沢をie.てた人物が肘て、その人物の先

駆の!A!:I沢が広まり、皆そiL;を倣うようになったと4・えれば、 Fushimilnari Taishaというロー

マ・ド化よりも Fushimilnari Shrineとする英訳の)jがより多くJlll、られていると説明できる。

)x刈に、全体をローマ守化する英訳方法はilkj丘になってml、られるよう になったことがわかる
が、では、広瀬 (2014) の英訳)j~.去がー託子多く J ll l 、られている英訳}jt_とであるかと言えば、少

なくとも令loli.!I'の場令(まそうとら言えなt、。

ωosle刷協N抑mVie'明f

坤・酬明柵回向 |同地回 l!l幽圃醐
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図3を見てもわかる通り、金閣寺の英訳の場合、広瀬 (2014)の英訳方法はGoogle books 

Ngram Viewerではデータが確認できず、広瀬 (2014)の英訳方法は全ての神社仏閣名の英訳

に用いられる万能な英訳方法ではないということがわかる。その点を踏まえると、やはり伏見

稲荷大社の英訳は FushimiInari Shrineという先駆の英訳があり、それに倣うことで使用頻

度が増えると考えるのが妥当ではないだろうか。

次に、分類辞に目を向けると、伏見稲荷大社特有の英訳も見受けられる。 JNTOのウェプ

サイトにおける伏見稲荷大社の英訳は、他のウェプサイトとは異なり、 FushimiInari-taisha 

Grand Shrineとなっている。用いられている英訳方法は11の英訳方法だが、ローマ字化した
③ 

後に付ける分類辞がGrandShrineとなっている。分類辞は英訳対象がどのカテゴリーに属す

る語なのかを明確にするために付ける語であることは先述したが、本稿では Templeもしく

はShrineという一語だけであった。表6における JNTOの英訳は、「神社」ではなく r大社」

であるという点を、 GrandShrineという複合語を使い、明確に表している。数ある神社の中

の第一等の社格を表す大社を英訳の中に表すことは、他の翻訳者やウェブサイトにおける英訳

と比較すると、丁寧ではあるが、1.1のローマ字化の際のハイフンを付けるかどうか、つまり、

固有名詞の一部なのか、カテゴリーを表す指標語なのかを明確にするという点と同様に、大社

が神社というカテゴリーの中の最上位であるという認識も、あくまで日本語の知識に過ぎない。

伏見稲荷大社が日本全国の稲荷神社の総本宮であることを別途解説している書籍やウェプサイ

トも少なくなく、必ずしも大社を示す分類辞はGrandShrineとしなければならないとは言い

難い。神社と大社の違いが外観に表れていない以上、伏見稲荷大社を英訳する際に用いる分類

辞はShrineで十分事足りるのである。

2.3案内標識および案内看板における伏見稲荷大社の英訳

この2.3では、伏見稲荷大社の案内楳識や案内看板の英訳を見ていく。金閣寺の場合とは異

なり、 IIIの英訳方法は全く用いることができないにも関わらず、細かな点で英訳に違いが表れ

ており、観光地における英訳の不統一さを如実に表わしている。
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供見稲荷大社

面
百ーーー--.-ーー・

写兵5 地点までの方向を示す椋識

'.1;;:兵7 伏見稲荷大社周辺の案内看板

，11・4枚の楽|人l牒識および案件Jff板の写兵を・l員せたが、やはり英訳にはそれぞれ遠いが窺えるo

f泣いリlらかな違いは伏見稲術大1-1:という間有名詞をどのように分解しているかという点である。

伏見は地名、稲荷はがl'織の名前ij、)(1-'はト'1'1Jの絡を示す訴であるので、語の区切りは「伏見/

稲荷/大社」となり、 r()~比柿 (';iJ という認の1>(1;1)り で認識するのは、厳密に言えば訣リであ

る。このように英訳している:与兵は 4のみである。なぜ稲荷が地名として認識されているかと

いう .'.1，くについては、稲荷駅とOdUiii{';i駅、 2つの'Il!111の駅と 伏見稲術大社の後ろにそびえる柿
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荷山の存在が、稲荷を神様の名よりも、むしろ地名として認識させていると考えられる。しか

しこれもまた、日本語における固有名詞の歴史的経緯に過ぎず、外国人観光客にとって、あま

り重要な事柄ではないかもしれないが、狭い範囲に様々な英訳を混在させる明確な利点、はない。

外国人観光客の混乱をなくすためにも、同媒体聞での固有名詞の英訳の統一は必要なのではな

いfごろうか。

2.4おわりに

本稿では、仏閣の例として金閣寺を、神社の例として伏見稲荷大社を題材に用いて、様々な

煤体における神社仏関名の英訳を検証してきた。金閣寺にせよ、伏見稲荷大社にせよ、英訳は

媒体毎に担う役割が違うために、同じ固有名詞でも様々な英訳が見受けられた。現状、悶有名

詞を英訳しようとすれば、第一に用いられるのはローマ字化だが、そのローマ字化においても、

部分的なローマ字化と全体的なローマ字化の2種類存在しており、それが媒体毎で統一されて

いる訳でもなく、様々な翻訳者の様々な英訳が混在して、日本の観光地の英語表記を形作って

いる。本稿では、外国人観光客に人気の神社仏閣を題材とし、外国人観光客にとって最もわか

りやすい英訳を検証してきたが、媒体毎に英訳の担う役割が異なる以上、異なる媒体聞におい

ても、杓子定規に英訳方法を画一化するのは、この固有名詞の英訳方法という議論を妨げるこ

とになりかねない。また、固有名詞はなにも神社仏関名だけではなく、山、川、町の通りの名

前なども当然合んでおり、神社仏閣名だけを採りあげて、固有名詞の英訳方法を確立するとい

うのは不可能である。街中で英語表記を見ない日はない程に英語は日本社会に浸透しているが、

まだまだ外国人観光客のわかりやすい英語表記に至っていないところも多く、あまり日本人の

意識がこのような固有名詞の英訳へ向けられていないことは明らかであり、国土交通省の提案

する外国人観光客にわかりやすい英語というのも、まだまだ議論の余地を多く残している。外

国人観光客にわかりやすい英語についての議論を、国土交通省に留まらず、広く、盛んに行う

ことが日本の国際化、観光立国化には必要である。

駐

① Gold Pavilionという英訳では、まるで金関全体が純金製であるかのような英訳となる。あく

まで金色である部分は上部の二層だけであり、一部のみが金色であるというだけで、 Goldという

語を英訳に用いるのは適切であるとは言い難い。

② 本稿では、語の使用頻度の増加についてのみに着目し、その後の使用頻度の減少については取

り扱っていない。

③ 『研究社新和英大辞典第5版J (2003)における「大社」の項目では、 agrand shrineとなっ

ており、 lNTOの採用したGrandShrineという分類辞はこの項目に則した分類辞である。
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